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年々拡大するヒートアイランド現象と遮熱型塗料

家屋・ビル・アスファルト・あらゆる構造物が直射日光に当たり、更に反射し、蓄熱し街の温度を押し上げている。

しかし、高反射型塗料であればあるほど塗装初期は周辺部へ太陽光の照り返しや熱の反射錯乱などの影
響を与えます。 また、遮熱への対応が反射作用のみであるため、経年変化による塗装面の劣化、汚れ
により蓄積された熱に対して対応ができなくなり遮熱性能が低下しやすいという側面もあるのが現状で
ある。

熱環境の改善が今後の課題となっている中、遮熱（反射）塗料もその改善に一役を担っている

このような状況から取り組み開発した熱抑制塗料【クールネスコート】は、従来型の遮熱塗料とはメカ
ニズムが異なり、太陽光を高反射するものではありません。 日射反射率に支配されないのでツヤ消し
タイプ（黒色系可能）でありながら、温度低減効果が期待できます。



屋根、路面に用いられている従来の遮熱塗料は大きく二つに分けられる。

☆断熱塗料

セラミック・ガラスなどを配合することで、空気層を作り、熱伝導を防ぐ。

近年においては、反射と断熱を主体とする組み合わせで遮熱する
方法が主流となっている。

☆反射塗料

赤外線反射率の高い顔料などを混入し、温度上昇を防ぐ。



一般的に【遮熱塗料】 とは、反射塗料の事で、太陽光を塗装表面で 《ハジキ》 返し、下に塗られた断熱
層で熱の侵入を防ぐ。

反射塗料の懸念事項

・ 塗装初期は、冬においても太陽光を反射することで必要な熱も反射してしまうので室内が暖まらない。

・ 年数が経過すると塗膜の劣化や汚れにより表面の光沢を落とし、遮熱効果が低下してしまう。

・ 反射性が低下することで、断熱層が蓄熱体して働き、遮熱効果が著しく低下してしまう。

従来の遮熱（反射型）塗料の原理と経年後の変化

断
熱

屋根

時間経過による表面の汚れや光沢の低下により反射性能が
弱くなり塗布面と。その下層部自体が蓄熱化し室内へ熱が
侵入しやすくなる

断
熱

屋根

反射散乱

従来の遮熱（反射型）塗料

反射散乱

遮熱顔料

中空体
セラミックビーズ等

冬季には温める赤外線も反
射し、室内が冷える

反射を高めるために白
色系の色に限定される
場合が多い

経年後の従来の遮熱（反射型）塗料

・ 反射率を上げるために白色系に限定されやすく、景観上の配慮の選択肢が少なくなる。

熱の蓄熱



熱抑制塗料の独自性

反射に頼らない方法で熱を抑制するので
反射熱による周辺の影響を少なくできま
す。

屋根

熱抑制型塗料「クールネスコート」

内部温度は逃がさず維持する

緩やかに
放熱

緩やかに放熱

経年後の熱抑制塗料の変化

経年後 反射型は表面に汚れが付着し性能は低下
しますが、熱抑制型はその性能を保ち続けます。

経年後の熱抑制型塗料「クールネスコート」

屋根

緩やか
に放熱

緩やかに放熱

内部温度は逃がさず維持する

特殊顔料

マイクロカプセルA
マイクロカプセルB

熱抑制塗料に配合された特殊高分子マイクロカプセル（B）が魔法瓶のような保温性、断熱性
能を発揮し、太陽熱などの吸収を防ぐ。

熱抑制塗料に配合された特殊高分子マイクロカプセル（A）の中に配合された何種類もの相変
化物質が、各々設定された温度になると個体から液体に変化する際に融解熱を奪い、塗膜の表
面温度を低下させる。

表面の汚れの影
響を受けない

素材の融解熱を利用

断熱・保温素材の利用



熱抑制塗料は、外気温によって変化する機能を有しており、高温時は24時間遮熱対応を続け温
度の上昇を抑制、低温時は、熱やエネルギーを蓄えて下地からの冷気の熱伝導を抑えるといっ
た年間を通した温度抑制が可能。

年間を通じた熱の抑制

緩やかに放熱

保温性・断熱性を発揮

融解熱を奪う



材料クールネスコート 12ｋｇ缶 6ｋｇ缶
各種プライマー 主剤（硬化剤）

・多様なカラーバリエーションがあり、濃色を可能にしています。

・ソフトな艶消しタイプです。

・劣化、汚れによる遮熱性能の低下はありません。

・太陽のみを対象としません。すべての熱がその対象となります。

・類似品はありません。



ブラックチョコ グレーダークグレー ライトグレー ブラウン

レッドブラウン スカイブルーブルー グリーン ホワイト

※印刷のため、実際の仕上がりとは若干異なる場合があります。ご了承ください。
※他の色も色調は可能です。建物に合わせ、自由に色を表現できます。



クールネスコート一般塗料

1）丸缶に一般塗料（水性アクリル）
とクールネスコート（HT-A）を
塗布し、１５分間ランプを照射。
天板の温度変化を測定(塗装の色は
N4.5相当）

2) 天板にカーボンをまぶし経年時の
汚れを再現し同じように温度変化
を測定

一般水生塗料 ＨＴ-Ａ塗装 一般水生塗料 ＨＴ-Ａ塗装

天板にカーボンなしの場合 天板にカーボンありの場合(経年時の汚れを想定）
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クールネスコート



経年変化を想定し、天板にカーボン粉末をまぶし汚れた状態を再現

一般塗装+カーボン

クールネスコート+カーボン

クールネスコートのみ

一般塗装＋カーボン

クールネスコートのみ

クールネスコート＋カーボン
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室内温度

未塗装の屋根表面

クールネスコート
塗布の屋根表面

屋根表面温度

未塗装の屋根下の室内

クールネスコート
塗布の屋根下の室内

１
２
℃

の
温
度

差

3.
5 ℃

の
温
度
差

＊屋根の表面温度・・クールネスコートを塗布した場合 ２２℃温度低下

＊室内の表面温度・・クールネスコートを塗布した場合 3.5℃温度低下
（未塗装の室内天井には断熱材があり、その分温度変化に大きな差が表れなかった）

実際の家屋の屋根表面にクールネスコートを塗布し、屋根表面と室内の温度を
比較した（某電機メーカの折半屋根を使用）



試験体 熱抑制塗料 一般塗料 反射塗料A 反射塗料B

塗料 水性塗料
ｱｸﾘﾙ樹脂系
水性塗料

ｱｸﾘﾙ樹脂系
水性塗料

二液型ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ
樹脂塗料

商品名 ｸｰﾙﾈｽｺｰﾄ HT-W - 遮熱塗料 遮熱塗料

色 黒（N3.5) ﾌﾞﾗｯｸﾁｮｺﾚｰﾄ 黒 ｺｺﾅｯﾂ

被着体 スレート ３００×３００ 厚5㎜

熱抑制塗料
【ｸｰﾙﾈｽｺｰﾄ HT-W】

遮熱塗料A 遮熱塗料B

一般塗料

試験体は野外で太陽光が直
接当たるように水平に設置
し、試験体の表面温度をそ
れぞれデータロガーにより
10分間隔で測定を行った。

試験方法



計測時間は、平成22年7月20日の10時

から17時までの7時間とした。

熱抑制塗料【クールネスコート 】は他の遮熱塗料に比べ、試験体の温度を抑える
効果があることを確認できた。
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塗
料
の
色
目

■色相別の遮熱性能比較

クールネスコート

一般塗料

〈試験方法〉
鋼板に各塗料を塗布したものを試験体
とし、ランプ（1R110V50W)を12cmの距
離から照射し、温度上昇が平衡に達し
た時の試験体裏面を測定
（測定時室温20℃）

黒系からライトグレー系まで色目を変えても熱抑制効果は

一般塗料と比べて１０℃～15℃程度の温度低下を示した。



基
材
の
種
類

■基材別の遮熱性能比較

クールネスコート

一般塗料

〈試験方法〉
各種基材にクールネスコート（色
目ブラックN3）および一般塗料（色
目ブラック艶有りN3）を塗布したも
のを試験体とし、ランプ
（1R110V50W)を12cmの距離から
照射し、温度上昇が平衡に達した
時の試験体裏面を測定
（測定時室温20℃）

基材をガルバニウム鋼板・亜鉛メッキ鋼板・スレート板に変えても、
クールネスコートは一般塗料と比べて15℃～20℃の温度降下を示した。



炎天下においてクールネスコートを塗布し、塗布なしと比較して２℃～４℃の温度上昇の抑制効果を確認
レール温度が高くなればなるほど抑制効果が大きくなる傾向を示す。

鉄道レール側面にクールネスコートを塗布



■建物の屋根・外壁・・・
室温低下・結露対策・冷房コスト削減

■車道・歩道・駐車場・・・
蓄熱を低下・照り返し防止・骨材飛散防止

■貯水タンク・冷却塔・冷却水配管・・・
液体温度上昇抑制

■防水層・・・
防水層を保護し劣化抑制



イメージ資料です

パーキング 対策前

パーキング 対策後

クールネスコートHT-D

ヒートアイランド現象の緩和
（塗布部の温度上昇抑制・周辺部へ反射散乱の抑制）

反射型と比較して
・白色系に限定されず黒色系にも対応出来る
・太陽光の照り返しや反射散乱が生じない
・経年後の汚れによる性能低下が少ない
・日没後、蓄熱された熱に対しても熱抑制の効果が持続

・耐磨耗性が高く耐久性に優れている。
・排水性舗装の骨材飛散防止。
・非常に硬化が早く、低温でも塗装後1時間で交通開放が可能です。
・車道用として望ましい黒色系やカラー舗装などの着色が可能。
・アスファルト表面温度が50℃に達した時、クールネスコートＨＴ－Ｄ

（黒色N-3相当）を塗装した表面温度は未塗装と比較して10℃以上の温度差。

道路へ適用した場合の特徴

・車道 (蓄熱照り返し防止・凍結防止)
・駐車場 (蓄熱照り返し防止・凍結防止)
・歩道 (蓄熱照り返し防止・凍結防止)
・橋 (凍結防止）

適用個所



クールネスコート HT-A（エマルジョン系）
〃 HT-AU（アクリルウレタン系）
〃 HT-AS （アクリルシリコン系）

宮城県内食品工場

ヒートアイランド現象の緩和
（塗布部の温度上昇抑制・室内の空調負荷の軽減）

反射型と比較して
・白色系に限定されずカラーバリエーションが増える。
・太陽光の照り返しや周辺へ反射散乱が生じない
・経年後の汚れによる性能低下が少ない
・冬 赤外線反射がなく、暖房費がＵＰすることがない

・環境にやさしい水系システム
・一液タイプなので手軽に塗れ、経済的です。
・速乾性で作業性に優れています。
・多様なカラーバリエーションがあり黒色系を可能にしています。

屋根・屋上・外壁へ適用した場合の特徴

・建物の屋根、外壁 (室温低下・結露防止・冷房コスト)
・金属屋根、外壁 （CO2削減、膨張によるひび割れ、)
・タンク、冷却塔、冷却水配管 (液体温度低下)
・防水層 (伸縮抑制に伴い、シーリング、防水層の劣化抑制)
・外断フォームの下地塗装によるフォーム厚の薄層化効果

適用個所



クールネスコート HT-ＷＳ（エマルジョン系）
＜水性アクリルポリエステル樹脂＞

ヒートアイランド現象の緩和
（塗布部の温度上昇抑制・遊時のストレス軽減）

反射型と比較して
・白色系に限定されず黒色系にも対応出来る
・太陽光の照り返しや周辺へ反射散乱が生じない
・経年後の汚れによる性能低下が少ない
・日没後光が無い時にも熱抑制が持続

・環境にやさしい水系システム
・一液タイプなので手軽に塗れ、経済的です。
・多様なカラーバリエーションがあり黒色系を可能にしています。
・塗装後、歩行可能時間が早い為、開放が早く出来ます。
・アスファルト、コンクリートへの付着性が優れています。
・安価

プールサイド・遊歩道へ適用した場合の特徴

・遊歩道 (蓄熱照り返し防止・凍結防止)
・プールサイド (蓄熱照り返し防止)
・グランド (蓄熱照り返し防止)

適用個所



【可能性その１】 道路橋構造物への適応

道路橋は、温度が高くなると【膨張】し、低くなると【収縮】するといった温度伸縮が生じる。
そこで熱抑制塗料を塗布し、鋼構造物の温度変化の範囲を縮小し、膨張、収縮量を低下させることで、鋼構造物
にかかる様々な負荷を緩和できる。

・伸縮装置フィンガー部の衝突

・支承部の遊間部の衝突

・桁端遊間部の衝突

フィンガー部

支承部

桁端部

衝突

衝突

衝突

壁高欄へ塗布

壁高欄へ塗布

アスファルトへ
塗布

主桁へ塗布

主桁へ塗布

対
策
工
法
の
提
案

壁高欄・主桁・アスファルトへ塗
布すると熱抑制効果により温度伸
縮量が少なくなり、各部の衝突防
止を回避できる可能性がある。

⦿ 熱抑制塗料を塗布した場合



エントランス部 建家（外壁、屋根）

・サービスエリアの利用客に熱による不快感を
減らすことができる。

・サービスエリア内施設内部の温度上昇を
緩和でき消費電力の低減が行える。

【可能性その2】 サービスエリア等の建家（外壁、屋根） エントランス部、パーキングエリア

・駐車場全体の温度上昇を抑制し、利用者
の熱によるストレスを緩和することができ
安全運転に寄与できる。

パーキングエリア対策前

パーキングエリア対策後 イメージ資料です

⦿ 熱抑制塗料を塗布した場合

ヒートアイランド現象の緩和期待



工事事務所・管理事務所への屋根や外壁

イメージ資料です

抑制

製作工場の屋根や外壁

【可能性その3】 プレハブ工事事務所・管理事務所・橋梁製作工場への屋根や外壁

電力負担の軽減
・ヒートアイランド現象の緩和

⦿ 熱抑制塗料を塗布した場合

・夏場の室内の温度上昇を抑制し、冷房にかかる
消費電力の削減ができる。

・冬場、反射塗料では赤外線を反射し暖房効果が
期待できないが熱抑制塗料では断熱効果が
期待できる。

・工場屋根や外壁に使用し温度上昇を抑える
ことで作業環境の改善が期待できる。

・過大な冷暖房費が抑制され電力コストの
削減が期待できる。



【可能性その4】 各種橋梁関連商品

⦿ 熱抑制塗料を塗布した場合

機能性能の確保・作業環境の改善

斜張橋ケーブル
ゴムカバー表面

作業パネル
作業タイル

各種商品

・制振材がカバー内部にある場合、温度
上昇が大きくなると性能が低下しやす
くなるが、塗布することで熱上昇を抑
え、制振性能の低下を抑制できる可能
性を有する。

・作業床を快適な空間にするためにパネ
ルやタイルに熱抑制を塗布することで、
周辺部の温度上昇を抑え、作業者への
ストレス軽減が期待できる。

・簡単に組み立て解体ができ、即応の
作業環境の改善ができる。

・プラスチック・ゴム・タイル等の多く
の素材に塗布ができ、必要に応じた
熱抑制商品を作ることができる。



対 象 被着体の状態

１．錆の無い状態の金属屋根 亜鉛鉄板・カラートタン
２．表面に部分錆の金属屋根 亜鉛鉄板・カラートタン
３．錆が広範囲の金属屋根 亜鉛鉄板・カラートタン
４．非鉄金属の金属屋根 ｶﾞﾙﾊﾞﾆｳﾑ鋼板・ｽﾃﾝﾚｽ・ｱﾙﾐﾆｳム ・ｶﾗｰ鋼板

５．スレート屋根 コロニアル・カラーベスト
６．外壁 各種水性仕上材
7-1.屋上防水層 砂付きｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ (未塗装)
7-2.屋上防水層 砂付きｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ (塗り替え) 
8-1.屋上防水層 加硫ゴムシート (未塗装) 
8-2.屋上防水層 加硫ゴムシート (塗り替え) 
９. 屋上防水層 ウレタンゴム系 (塗り替え) 
10. 屋上防水層 FRP (塗り替え)
11. 屋上防水層 塩ビシート (未塗装) 
12. 屋上防水層 ポリマーセメント (未塗装) 
13. 歩道・駐車場 アスファルトコンクリート (未塗装) 
14. 歩道・駐車場・プールサイド コンクリート (未塗装)
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